
富士宮市社会福祉協議会　広報紙

明るいまち
2026（令和８年）

５
No.226

回  覧

地域寄り合い処
地域には誰もが集まれる居場所があります。
今号では、スタッフにインタビューを行いました。
詳しくは、5Ｐをご覧ください♪
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富士宮市生活支援体制整備事業第２層協議体報告会を開催しました！

　令和8年3月8日（日）に、「生活支援体制整備事業第2層協議体報告会」を開催しました。講義では、駒
澤大学文学部社会学科川上富雄先生をお招きし、「“ほっとけない”が地域を変える～他市町の取り組
みから協議体の役割について考える～」と題し、介護予防を切り口とした地域における支えあいの仕
組みづくりについて、協議体の役割・地域福祉の考え方を踏まえ講話いただきました。

実践報告　「いつまでも仲間が集う行事に参加する」
～地域・事業所が一緒に移動をサポート～

　報告では、大宮西地区高齢者対策委員会の深澤達
矢委員長・赤嶺政春副委員長・富士宮市西部地域包括
支援センター浅香清美センター長・大宮西地区担当
SCがそれぞれの立場で、一人の地域住民の思いか
ら、地区社協事業「ふれあいの集い」に社会福祉法人
や企業等の協力のもと参加が実現した経緯や思いに
ついてお話をしていただきました！

　赤嶺副委員長：「本人の気持ちを代弁した家族からの
1通の手紙が様々な人たちを動かし、事業所や企業等が
送迎協力をしていただいたことで実現に至りました。
　ガーデンテラス白尾台塩川氏（ＳＣ代弁）送迎で協力
「地域貢献活動を通じて少しでも多くの方が、地域の
中で在宅生活を続けてもらえればうれしいです。」

　その後、各地区の令和7年度の取り
組みについて各SCより報告、１層協
議体の取り組み報告をして閉会とな
りました。

当日の様子当日の様子

富士宮市版 こどもの居場所マップが完成しました！

　地域の中にある「子
どもが安心して過ご
せる場所」や「家庭を
支える活動」をひと目
で分かるようにまと
めたものです。

こどもの居場所マップとは

　地域には子ども食堂や学習支援、フリース
ペースなど多くの活動が広がっていますが、
情報が分散しており、必要な人に届きにくい
という課題がありました。
　居場所マップは、こうした“見えにくさ”を
解消し、子ども・家庭・支援者をつなぐ役割を
果たします。

なぜ必要なの？

　過去に通学で苦労した経験のある高校生が
作成に協力してくれました。「私が悩んでいた
時代に、こんなワクワクするものがあったら
良かったな」という思いと、今思い悩んでいる
後輩たちに情報を届けたい一心で取り組んで
くださいました。

富士宮市版の特徴は？

　居場所マップを必要な子どもに届けるため
には、多くの人の目に触れる場所への設置が
必要です。設置場所にご協力いただける企業
さんや店舗さんなど大募集です！

地域のみなさまへ

第 5期地域福祉活動計画を策定しました！

地区社協版活動計画も策定！

　地域の支え合い・助け合いの仕組みを強化し、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づく
りを目指して策定された計画です！

　市・市社協・地区社協が一体的に動くことのできる活動計画となりました。
　それぞれの地域で話し合いの場を設け、「こんな地域になったら良いな」と様々なア
イデアを出し合いました。活動計画を基に、各地区社協で事業を展開していきます。
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〈市社協の方針〉
地域福祉教育の実践
「無理なく続けられる」活動設計
社会福祉法人間の連携　　　等

福祉教育事業福祉教育事業

施策①-ふくしを学んで地域を育てる
施策②-気づきが動きに、動きがつながりに
施策③-誰もが支え手、支えられ手

適切な支援を
受けられる
仕組みづくり 〈市社協の方針〉

断らない相談支援体制の構築
福祉・医療・司法など多職種連携
と支援体制の整備
適切な情報提供　　　　　　等

施策①-社協がつなぐ、地域のあんしんネットワーク
施策②-本人の意思尊重で安全・安心・信頼の社協へ
施策③-必要な情報を必要な人に届ける

安心して
いきいきと

生活できる場づくり 〈市社協の方針〉
関係機関・活動団体のネットワーク
企業やNPO・学校との連携
居場所や交流の場の多様化・活
性化　　　　　　　　　　　等

災害ボランティア本部立ち上げ訓練災害ボランティア本部立ち上げ訓練

施策①-災害に強い地域のつながり
施策②-暮らしに寄り添う、地域のしくみ
施策③-やりたい・行きたいがかなう場づくり
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令和8年度　富士宮市社会福祉協議会　事業計画・事業予算について

重点事業

支

　出

地域福祉推進事業
　市内14地区社協の活動に対し
て、補助金を交付しています。地区
社協では、見守り活動や三世代交
流等の活動が行われています。

会費の使い道（1例）

　昨年度、富士宮市社会福祉協議会では、皆様のご協力のもと、第5期地域福祉活動計画を策定しました。
　本計画は、「地域共生社会」の実現を目指し、令和12年度までの取り組みの方向性を示すものです。
　令和8年度はその初年度として、計画推進の基礎を築く重要な１年となります。
　生活困窮者自立支援事業と重層的支援体制整備事業の連携を強化し、支援が届きにくい方々とつながりな
がら、地域や関係機関との協働を深めてまいります。また、各地区社会福祉協議会の活動を専門性を活かして
支援し、地域の主体的な取り組みを後押しします。さらに、組織体制の見直しによる機動力向上と財政基盤の
強化を進め、地域福祉の中核としての役割を果たしながら「地域共生社会」の実現を目指していきます。

会費収入 10,517 

寄付金収入 1,983 

貸付事業収入 11,840 

事業収入 13,781 

負担金収入 1,600 

介護保険事業収入 18,222 
障害福祉サービス事業 28,918 

その他収入 10,300 
収

　入

（単位：千円）

（単位：千円）

　富士宮市社会福祉協議
会では、市民、 団体、法人
など多くの方に支えられ
ながら「誰もが安心して暮
らすことのできる 福祉の
まちづくり」に取り組んで
います。 
　皆様からいただく、会
費は、市内の地域福祉推
進の大きな力となってい
ます。
　今年度も、富士宮市社会
福祉協議会への会員加入
についてご理解、ご協力を 
お願いいたします。

富
士
宮
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集 

①生活困窮者支援と重層的支援体制の連携を強化し、支援が届きにくい人々と
つながりながら地域との協働を深める。

②各地区社会福祉協議会の活動計画に基づき、地域住民の主体的な活動を専門
性を活かして支援を行う。

補助金収入
87,689 

地域福祉推進事業
80,612 

総合福祉会館
管理経営事業
118,924 

しあわせ支援事業
78,321 

法人運営事業
43,384 企画広報事業 1,354 

受託金収入
245,400 

子育て支援センター
10,393 

ボランティア活動事業 5,440 
共同募金配分金事業  8,546 

居宅介護支援事業 9,133 

訪問介護事業
7,792 

地域活動支援センターバンブー
12,326 

地域活動支援センターふらっと
14,896 

指定相談事業 35,657 

基幹相談支援
センター事業
10,041 

障害者同行援護事業
4,811 

障害者居宅介護事業 
17,379 

事業活動による収入
計　430,250

事業活動による支出
計　459,009
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あたたかい気持ちをありがとう��

社会福祉協議会 寄付者紹介（R7.11 ～ R8.3 現在）
　たくさんの個人様・企業様から、ご寄付をいただきました。
　皆様のご協力本当にありがとうございます。

みんなのお茶の間！寄り合い処
　寄り合い処は、地域の誰もが集ま
れる居場所です。みんなで顔を合わ
せて話せる場・地域と繋がれる場所
として、市内109ヶ所で展開されて
います。
　今回は、令和７年度に開所された
2つの寄り合い処代表者の方に、立
ち上げたきっかけや活動について
インタビューを実施しました！

■一般寄付（敬称略）

静岡県東部イベント商業協同組合
一般社団法人福祉イベント会
杉田幼稚園
富士宮信用金庫
富士伊豆農業協同組合JAおもいやり富士宮会館
退職者公務員連盟富士宮支部
若林　直己
中央静岡ヤクルト販売株式会社
朝霧親交会
静大OB（保体）
一般社団法人岳南法人会

■特定寄付（敬称略）
富士宮地区安全運転管理協会
富士宮ライオンズクラブ
瀧　仁子

■物品寄付（敬称略）
静岡県立富士宮西高等学校
富士宮ライオンズクラブ
東京海上日動火災保険株式会社
（株）SEEDS
富士伊豆農業協同組合富士宮営農経済センター
JAふじ伊豆女性部富士宮地区本部
食育ボランティア　ななくさ会
明治安田生命保険相互会社富士宮営業所
カーブス西富士宮
カーブス三園平
富士宮信用金庫
退職者公務員連盟富士宮支部
東駿河地区会　夫人会　富士宮部会

ふじのみやフードサポート事業の報告
ご協力ありがとうございます！
〈寄付量〉食品・米・野菜等　　　　　6760.3㎏

日用品　　　　　　　　　　127.7㎏
〈支援量〉支援件数：

支援物品：食品・米・野菜等　　　5630㎏
日用品　　　　　　　　　　　 80㎏

杉田幼稚園　様

待ってました！

地域みんなの「居場所」ができました

　　　　 脳トレ指導員として
色々な寄り合い処へ行きし、人
と接する中で、自分の住む地域
にこんなにおしゃべりのでき
る、集える場所がないのは寂し
いなと思ったからです。

　　　　 区長時代に寄り合い
処についての資料を見て、寄り
合い処は地域の誰もが参加でき
る居場所として良い取り組みな
のに、三園平にないことはもっ
たいないと感じたからです。

Q1 寄り合い処を立ち上げたきっかけを教えて下さい
村山2区 三園平

　　　　 身近な仲間に安心を
感じ、楽しんで人と関わり、声
を出しておしゃべりができる、
皆の健康寿命が延びていくよ
うな、憩いの場になってくれた
らと思っています。

　　　　 参加者の生活リズム
の一部になることが目標です。
　「今週は寄り合い処だ！」と
いった、生活にハリをあたえる
場、毎月の楽しいルーティンに
なってほしいですね。

Q2 地域にとってどんな場所になってほしいと考えていますか？
村山2区 三園平

村山2区村山2区

三園平三園平
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　お寄せいただいた募金は、地域の福祉活動や支
援事業に役立てられています！

赤い羽根共同募金　最終報告
たすけあいの気持ちに感謝！

開催イベントのご紹介！
子育て支援センターたっち「パパも一緒に遊ぼうDAY」

　たっちでは、毎月第１土曜日に「パパも一緒に遊ぼ
うDAY」を開催しています。普段よりもダイナミック
な、体を使った親子体操を行います。
　パパ専用の日ではないので、ママも安心してお越
しください。
〇開催日はこちら
　毎月第１土曜日
　AM 9:00～11:45
　PM13:00～15:15

INFORMATION

助成先紹介の紹介
宮っこALS
難病ハンドブックの作成

富士宮市社会福祉協議会の
業務時間について（福祉会館の開館日は変更ありません）
　業務体制の見直しに伴い、令和8年4月1日より社会福祉
協議会の業務時間を下記のとおり変更いたします。
　なお、総合福祉会館の開館日（火曜日～日曜日）は変更は
ありません。
■ 業務時間　【変更前】火曜日～土曜日（8:30～17:15）
　　　　　　 【変更後】月曜日～金曜日（8:30～17:15）
■ 総合福祉会館の開館日　火曜日～日曜日（9：00～21:30）

結婚相談開催のお知らせ
令和8年4月からの結婚相談は
毎週第2水曜日・第3土曜日・第4日曜日に変更しました。
相談対応時間：10:00～15:00まで
場所：富士宮市総合福祉会館内　第2相談室
　※総合福祉会館が休館日にあたるときは休みとなります。

〇開設日はこちら
５月１３日（水）　６月２８日（日）
５月１６日（土）　７月　８日（水）
５月２４日（日）　７月１８日（土）
６月１０日（水）　７月２６日（日）
６月２０日（土）

私たちが対応します。お気軽にお越しください！
　相談員10名が交代で相談に応じます。
　結婚を考えている方は、安心してご相談ください

連絡先　総務係　0544-22-0294

組織が再編されました。
係名変更および組織再編のお知らせ

係名 主な業務
法人係

（☎0544-22-0054）
・法人運営に関すること
・労務や経理に関すること

総務係
（☎0544-22-0294）

・共同募金に関すること
・ふじさんシニアクラブ富
士宮事務局に関すること

・日本赤十字社富士宮地区
事務局に関すること

・富士宮市民生委員児童委員
協議会事務局に関すること

・結婚相談に関すること
・寄付に関すること
・車いすに関すること

生活あんしん係
（☎0544-22-0094）

・日常生活自立支援事業に
関すること

・成年後見制度に関すること

くらし相談係
（☎0544-22-0094）

・重層的支援体制整備事業
に関すること

・貸付事業に関すること
・生活困窮者自立支援事業
に関すること

地域ささえあい係
（☎0544-22-0054）

・地域福祉計画の推進に関
すること

・ボランティアに関すること
・地区社会福祉協議会に関
すること

・寄り合い処に関すること
・子育て支援に関すること
・生活支援体制整備事業に
関すること

介護障がい係
（☎0544-22-0766）

・介護や障がいに関すること

一般募金� 9,597,345円
戸別募金 篤志募金 法人募金

6,497,980円 1,539,260円 876,150円
職域募金 街頭募金 その他募金

　446,064円 　156,431 円 81,460円
歳末たすけあい募金� 3,819,127 円
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